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研究成果の概要（和文）：東北地方太平洋沖地震は巨大な津波と沈降をもたらした。地震以前に岩礁潮間帯群集の調査
を８年間行っていた震源近くの５海岸で、2011年から2014年にかけて地震前と同一の調査を行い、岩礁潮間帯群集にお
ける地震の影響と回復過程の評価を行った。その結果、個体群の回復の仕方は種によって大きく異なっていた。フジツ
ボの一種は2011年に激増し帯状分布を拡大させた後、減少した。他の固着生物は沈降のため2011年にその分布域を下方
に移した後、一部は一年以上経過後に増加し、別の種は地震後減少し続けた。移動性の種は沈降による生息位置の変化
はなかったが、2012年から減少し現在も地震以前より少ない種もあった。

研究成果の概要（英文）：The 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake caused large tsunami and 
subsidence in the Tohoku region. Before the event, I regularly carried out a rocky intertidal community 
census for eight years on five shores close to the epicenter of the earthquake. To assess impacts of the 
earthquake by before/after comparison, I carried out the survey using the same method at the same place 
from 2011 to 2014. The course and status of recovery of populations substantially varied among species. A 
barnacle drastically increased and expanded its vertical range in 2011, then decreased. Other sessile 
species shifted their zonations downward according to the subsidence in 2011. Some of them did not 
clearly change their abundances light after the earthquake but increased and moved upward, while others 
continuously decreased. All mobile species did not clearly change their vertical distributions light 
after the earthquake. Among them two species decreased from 2012 and not recover.

研究分野：生態学
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１．研究開始当初の背景 
東北地方太平洋沖地震は、東北沿岸に強い地

震動、津波及び海岸の沈降をもたらした。こ

れらのイベントは、岩礁潮間帯の生物に甚大

な影響を及ぼしたと考えられる。津波は生物

を引きはがし、海岸の沈降は固着生物を本来

の生息域とは異なる高さに岩ごと移動させ

たからだ。また、巨大地震後には二次的な環

境の変化－たとえば、津波による漂流物の増

加や海底地形の変化に伴う波圧の変化など

－が生じることが知られているが、これらも

岩礁潮間帯の生物群集に対して影響を及ぼ

した可能性がある。さらに、地震は直後に群

集構造を変化させるばかりでなく、その後も

長きにわたって群集動態を変えてしまうか

もしれない。なぜなら、津波や海岸の沈降は

多くの種のメタ個体群を包含するような広

範囲で生じたため、局所群集に供給される幼

生や胞子の量も変化し、遷移や生物間相互作

用も変化することが考えられるからである。 
地震が岩礁潮間帯群集に及ぼす影響につ

いての報告例はごく少ない。地震後の群集の

定性的特徴を記述した速報を除けば、チリで

の研究例があるばかりである。これらは津波

や隆起が生物群集に多大な影響を及ぼし、回

復には長期間を要することを示しているも

のの、東北地方太平洋沖地震のように海岸が

隆起したケースを扱っていない。また前節で

ふれたような地震に伴う二次的な環境変化

の影響も検討していない。一方、漂流物によ

る撹乱が岩礁潮間帯群集に及ぼす影響につ

いては多くの研究例がある。これらは地震の

ようにメタ群集全体が撹乱にさらされ、なお

かつ撹乱要因が固有の時系列パターンに沿

って変化するようなケースは扱っていない。 
稀有な自然現象が生物群集に及ぼしたイ

ンパクトを明らかにする上で、以前の環境と

群集の情報は極めて有効である。申請者らは

東北地方太平洋沖地震前に三陸沿岸の多数

の岩礁において 9年間にわたり潮間帯の生物
群集の動態および各種の加入量を調査して

きた。 
 
２．研究の目的 
申請者らが東北地方太平洋沖地震前に三陸

沿岸の多数の岩礁において 9年間にわたり行
ってきた、潮間帯の生物群集の動態および各

種の加入量の調査を地震後にも同じ地点で

同一の調査を行い、得られたデータを地震前

後のデータとあわせて解析することで、東北

地方太平洋沖地震が岩礁潮間帯の生物群集

に及ぼした影響とその後の回復過程を明ら

かにする。 
 
３．研究の方法 
調査は三陸沿岸の大槌湾、山田湾、船越湾に

存在する５海岸のほぼ垂直な 25 岩礁に３種

類の調査区（対照区と加入区）を作成して行

った。年３回（５月、７月、１１月）、対照

区において、移動性の底生動物の種別の個体

数、固着生物の種別の被度及び存否を測定し

た。また、調査区全体を写真撮影し、撹乱パ

ッチの形成の確認を行った。また、加入区で

は、対対照区と同様の生物調査に加え、写真

撮影によるフジツボ等の加入量調査を行っ

た。 

得られたデータを地震前のデータを用い、

地震前後での各種の分布とアバンダンスと

加入量の変化を解析した。 
 
４．研究成果 

（1）岩礁潮間帯の底生生物群集の優占種を
対象に、地震後の帯状分布の変化を検討した。

その結果、帯状分布の地震後の変化の仕方は

種によって実にさまざまで、直観に反する現

象も多く確認された。固着生物では、イワフ

ジツボは、地震1年後に帯状分布が上方に拡

大するとともにアバンダンスが増加し、2013

年には完全にもとの分布に回復した。これに

対し、チシマフジツボは、地震直後に激増し

たがその後は減少し、2013年には完全にプロ

ットから消滅したが、その後再び増加した。

二枚貝ではマガキは地震直後にはあまり変

化せず、2013年になって激増したのに対し、

イガイ類は2014年まで一貫して減り続けた。 

海藻のマツモとベニマダラはともに地震直

後は目立った増減を示さなかったが、前者は

2012年には帯状分布の垂直位置を回復させ、

その後、地震以前よりも多くなったのに対し、

後者は、地震に伴う沈降により深部に分布を

移動させたのち、減少し、未だに回復してい

ない。移動性底生動物（腹足類）ではイシダ

タミとクサイロアオガイは、2012年に減少し

た後、低迷しているのに対し、カサガイ類の

コガモガイは、地震直後にやや減少したが１

年で回復した。一方、同属のコモレビコガモ

ガイは、地震前後で目立った変化を見せなか

った。以上のような地震後の数と分布の変化



は、津波よりも沈降の影響を強く受けたもの

であると言え、その変化の仕方は、従来の研

究報告にある隆起を伴った地震の場合とは

大きく異なることが明らかになった。 

（2）固着生物のなかの最優占種であるイワ
フジツボを対象に①幼生の加入パターンの

変化、②メタ個体群スケールでの個体群サイ

ズの改変を介した加入量の変化、③局所個体

群成長率の決定要因としての幼生加入の重

要性の変化について検討した。その結果、岩

礁単位での幼生の加入パターンには地震前

と比べて顕著な変化は見られなかった。一方、

湾単位及び三湾全域での加入量は地震後（特

に2012年）に増加し、その変化は底生個体群

サイズの増大に伴って生じていたことが明

らかになった。また岩礁単位での個体群成長

率は、地震前には加入量に依存していなかっ

たのに対し、地震後（特に2012年）には強く

依存するように変化したことが判明した。以

上の結果は、地震がイワフジツボ個体群に対

して①ストック―リクルートメント関係を

介したメタ個体群レベルでの幼生供給量の

増加と②局所個体群成長率の幼生供給量へ

の依存性の上昇をもたらしたことを示す。 
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